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独占利潤を取得するのに適した独占的小売商業
資本の実在形態とは，収奪をより容易に遂行で
きるものであり，現代日本ではそれは統合型お
よび結合型の小売商業組織であるということで
ある。もう１つは，個別独占的小売商業資本
は，総資本の意思である資本主義政策に忠実で
なければ独占利潤を取得できないということで
ある。
　これらから次のように結論づけることができ
る。すなわち限られた個別の独占的小売商業資
本は総資本の利益取得に貢献することで，その
意思である資本主義政策から新たな競争条件が
付与される。そしてこれにもとづいた収奪機能
が展開されると，個別の独占的小売商業資本は
これに適した存在形態をまとうようになる。独
占利潤追求の限界はこのようにして突破される
のである。
　現代日本の独占的小売商業資本の存在様式か
ら指摘できるのは，以上のことである。翻っ
て，独占的商業資本を含む独占資本について
も，収奪機能に適した実在形態から説明され，
独占利潤法則（土台）と総資本の意思としての
資本主義政策（上部構造）との相互作用からの
規定性において論じられるべきである13）。
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